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吉田・野島：日本的親の養育態度が子どもの自尊感情に及ぼす影響

Ⅰ　問題と目的

　私たちのパーソナリティや自尊感情と
いった，自己を形づくる様々な要因は実に
個別的である。このような個人差ともいう
べき自己はどのように形成されるのであろ
うか。もちろん，個人の生得的要因も大き
いであろうが，人間は学習による可塑性を
有する生物である以上，環境などの外的要
因の影響が極めて大きいと考えられる。そ

の中でも，幼少期に経験する養育態度は，
その後のパーソナリティの骨子となりうる
非常に重要な要因と考えられる。

１．文化的自己感と養育態度及び自尊感情
　文化的自己感とは，文化と心のプロセス
の関係における，「ある文化において歴史
的に共有されている自己についての素朴理
論」を指す。Markus & Kitayama（1991）
は，文化の中で共有される自己観があると
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し，アメリカ文化においてみられる相互独
立的自己観と，日本文化においてみられる
相互協調的自己観の二種類があると述べて
いる。前者は，自己と他者を切り離した独
立した存在として捉える自己観であり，個
人は独自の感情や考えを持ち，それに基づ
き行動する。後者は，自己と他者は切り離
すことの出来ない結びついた存在として捉
える自己観であり，自己と他者の関係性の
中で，その時々に変化する他者の行動や感
情によって，自分というものが規定され
る。これらの文化的自己観の違いから，欧
米では自己の能力を高く見ようとする自己
高揚バイアスが見られるが，日本ではそれ
が見られず，反対に自己の能力を低く見よ
うとする自己批判傾向が強く見られる（遠
藤，1995）といった差異も現れるという。
相互独立的自己観を持つアメリカ文化にお
いて，個人の行動が自己の責任へと帰属さ
れるために，自己の能力が高いこと，また，
そのように他者に思われることが重要なの
である。しかし，相互協調的自己観を持つ
日本文化においては，他者との関係性の崩
壊が致命的となるために，他者配慮が重要
となる。そのために，自慢や誇示は他者に
対して攻撃性を帯びるため避け，自分や身
内などの「うち」のことについて「そと」
に話すとき，よいことは控えめに，否定的
な方に傾かせながら話す傾向（東，1994）が
見られる。アメリカ文化では，自分の能力
が高いことを主張することによって，そし
て，日本文化では，自己卑下呈示や自己謙
遜表出，そして曖昧表現によって適応的に
良好な人間関係を築いているのである。

２．親の養育態度と子どもの自尊感情
　幼少期における親の養育態度と子どもの
自尊感情に関連が見られることは多くの研
究で報告されている。例えば，児童期に褒
められることが多いほど自尊感情が高くな
る（井上，2015），親の否定的な言葉は，子
どもの自尊心の発達を妨げ，低くすること
につながる（野村・福井，2008）等の報告が
ある。自尊感情とは，自己に対する評価感
情で，自分自身を基本的に価値あるものと
する感覚（心理学辞典，1999）であり，人間
が心理的に十分に機能するための基盤とな
るものである。高い自尊感情が様々な望ま
しいとされる特徴と結びついているという
結果が様々な先行研究で報告されており，
武藤ら（2004）によると，自尊感情が高い場
合には，ストレスが低く情緒的に安定し，
困難に直面してもあきらめず積極的に対処
しようとし，達成へ強い動機付けをもち，
人に対する緊張が低く周囲の人々から好意
的に評価されるという。しかしながら，自
己卑下呈示や自己謙遜表出を多く用いる日
本人の子どもは，親が自身のことを他者に
対して否定的に表現するというような経験
をすると考えられる。この親の「そと」に
対して子どものことを控えめに，否定的に
話すという自己謙遜表出や自己卑下提示
が，子どもの自尊感情の低下につながると
推測される。

３．内的作業モデルと養育態度及び自尊感
情

　 内 的 作 業 モ デ ル（Internal Working 
Model）とは，Bowlby（1969, 1973, 1980）に
より提唱された概念であり，坂上（2005）に
よれば「子どもがアタッチメント対象との
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相互作用を通して，周囲の世界がどのよう
なものであるのか，母親や他の重要な人物
がどのようにふるまうのか，自分自身がど
うふるまうのか，といった，自己と他者お
よび周囲の世界に関して構築する表象モデ
ル」とされる。人は乳幼児期，児童期およ
び思春期という発達過程において重要な他
者との繰り返しの相互作用の中から，自分
や他者あるいはそれらを取り巻く環境につ
いての一般的・抽象的な規則を抽出し，内
的作業モデルとしての心的表象を徐々に形
成する。その心的表象に基づき，子どもが
社会的な関係や自己理解，自己認知，社会
的認知を形成し，個人の認知・感情・行動
を導く心的ルールとして作用するため，個
人の適応に影響を与えるものであると考え
られている。
　内的作業モデルは，自分が他者から世話
され保護され得るかどうかという自己に関
するモデルと，他者が自分の要求に応えて
くれるかどうかという他者に関するモデル
の２つからなり，前者のモデルを「自己
感」，後者のモデルを「他者感」という（泉・
石田，2012）。そして，各個人が持つ内的
作業モデルの様式に対応した行動スタイル
が，対人場面で現れることがこれまでの研
究から分かっており，このような行動スタ
イルは「愛着スタイル」と呼ばれる（泉・
石田，2012）。
　Hazan & Shaver（1987）が成人の恋愛を
愛着プロセスであると概念化してから，成
人愛着研究において，恋人との愛着スタイ
ルを測定する尺度が数多く開発されている
（Brennan, Clark, & Shaver, 1998）。内的作
業モデルの測定にはこの Brennan, Clark, & 
Shaver（1998）が作成した ECR（the Experi-

ences in Close Relationships）が規準的尺
度として多くの研究で使用されている（島，
2010）。ECR は，“自己についてのモデル”
に対応した“不安”（見捨てられ不安：他者
から見捨てられるかもしれないという不安
を反映したもの）と“他者についてのモデ
ル”に対応した“回避”（親密性の回避：親
密な関わりを避ける傾向を反映したもの）
の２次元を測定するように構成されている
（島，2010）。この ECR 日本版尺度「成人
愛着スタイル尺度」を中尾・加藤（2004）が
作成している。そして，中尾・加藤（2004）
は，初対面の段階から対人関係を形成する
場合の他者との相互作用パターンを想定す
るためには，従来の恋人を対象とした愛着
スタイル尺度では困難であるとして，一般
化された他者を想定させ回答させる愛着ス
タイル尺度である「一般他者を想定した愛
着スタイル尺度」作成している。そこで，
本研究において大学生の内的作業モデルの
測定には，この中尾・加藤（2004）が作成し
た「一般他者を想定した愛着スタイル尺
度」を用いる。
　養育経験，あるいは子どもの親の養育態
度についての認知が，内的作業モデルを媒
介し，子どもの適応に影響すると言われて
いる。島（2014）によると，親の養育態度を
肯定的に認知しているほど，内的作業モデ
ルの“不安”と“回避”が低く，そして，
“不安”と“回避”が低いことが，社会的
適応を良好なものにするという。

４．本研究の目的
　これまで述べてきた内容を整理すると，
次のようなプロセスを仮定することができ
る。日本的親の養育態度が，子どもの内的
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作業モデル形成に影響し，それが自尊感情
の向上及び低下に結びつく，というもので
ある。
　本研究の目的は，このプロセスを検証す
るために，個人の内的作業モデルを媒介変
数として仮定し，親の養育態度が青年期に
おける個人の自尊感情にどのような影響を
及ぼすのかについて検討することである。

Ⅱ　方法

１．調査対象者
　本研究の調査協力者は，関東圏内の４年
制女子大学に属する大学生を対象として質
問紙調査を実施した。このうち回答に不備
があったものを除き，最終的に363名（平均
年齢19.93±1.21歳）のデータを分析対象と
した。

２．手続き
　調査は，当該大学の講義時間内におい
て，無記名式にて実施した。調査時期は
2019年６月であった。実施に先立ち，対象
者に考え込まずありのままに回答するこ
と，無記名式のため個人が特定されること
はないこと，について口頭にて教示した。

３．質問項目
１） 基本属性
　対象者の基本属性として，学年，年齢，
所属学部，及び所属学科について尋ねる。
２ ） 日本的親の養育態度の認知に関する項
目

　１）対象者の自身の親の養育態度認知に
ついて把握するため，まず養育者における
子育ての姿勢や態度についての自由記述を
求める。

【自由記述項目】
　両親もしくは養育者における子育ての姿
勢や態度は，どのようなものだったか。
　２）次に３つの項目についての10段階評
定を求める。現在まで日本の文化的自己観
や規範を背景とした養育態度について把握
するための標準化された尺度は存在しない
ため，船越・潮村（2013）に基づき，その主
要な構成要素である「他者比較」，「謙遜」，
および「曖昧表現」の３項目を設定した。
具体的な項目は以下のとおりである。
【10段階評定項目】
① 他の子供と比較して，自分を褒めたり

叱ったりすることが多かった。
② 他者の前で，自分のことを謙遜する（他

の子供を立てて，自分を下げるような表
現をする）ことが多かった。

③ 何がいけなかったのか明確にしないま
ま，叱ることが多かった。
３） 内的作業モデル測定のための「一般他
者を想定した愛着スタイル尺度」　個人の
内的作業モデルについては，顕在的指標を
用いて測定することが困難であり，他の多
くの研究において，その顕在的行動の一つ
である「愛着スタイル」を測定している。
そこで本研究でもこの方法に従事，中尾・
加藤（2004）が作成した，他者に対する愛着
スタイルを測定する「一般他者を想定した
愛着スタイル尺度」を用いた。下位因子で
は，「見捨てられ不安」18項目，及び「親
密性の回避」12項目であり，計30項目から
構成される。対象者はそれぞれの項目につ
いて，それがどの程度あてはまるかを「非
常にあてはまる」から「全くあてはまらな
い」までの７段階で回答した。
４） 自尊感情　山本ら（1982）が作成した日
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本版自尊心尺度を用いた。本尺度は，
Rosenberg（1965）が作成した自尊心尺度に
おける10項目（１因子）を測定するものであ
り，対象者はそれぞれの項目について「あ
てはまる」から「あてはまらない」までの
５段階で回答した。
５） 分析方法　収集した各変数の相関関係
については，Pearson の積率相関係数を算
出することで検討した。また，内的作業モ
デルの媒介変数としての機能を明らかにす
るために，まず親の養育態度の認知に関す
る３項目の各得点を独立変数，自尊心得点
を従属変数とする単回帰分析を実施した。
次に，親の養育態度の認知に関する３項目
の各得点を独立変数，愛着スタイル得点を
従属変数とする単回帰分析を実施した。最
後に，親の養育態度の認知に関する３項目
の各得点および愛着スタイル得点を独立変
数，自尊心得点を従属変数とする階層的重
回帰分析を実施した。投入順序は，Step 1
において親の養育態度の認知に関する３項
目の各得点，Step 2 において愛着スタイル
得点を投入した。解析には IBM SPSS 25.0
を使用し，有意水準は５％未満に設定した。

Ⅲ　結果

　収集したデータについて，まず各変数に
おけるピアソンの相関係数を算出した。次
に，親の養育態度が子どもの内的作業モデ
ル形成に影響し，さらに自尊心の向上ある
いは低下に結びつく，という一連のプロセ
スを検討するため，内的作業モデルを媒介
変数に仮定した分析を行った。

１．ピアソンの相関係数における結果
　表１に各変数における相関係数を示し
た。分析の結果は以下のとおりである。「他
者比較」は，愛着スタイルにおける「不安」
（r= .17，p＜.01）および「回避」（r= .16，p
＜.01）と正の相関を示し，「自尊心」（r= 
-.18，p＜.01）と負の相関を示した。次に
「謙遜」は，愛着スタイルにおける「不安」
（r= .17，p＜.01）と正の相関を示し，「自
尊心」（r=-.10，p＜.05）とは負の相関を示
した。なお，「回避」とは有意な相関関係
は認められなかった。最後に，「曖昧表現」
は愛着スタイルにおける「不安」（r= .19，
p＜.01）および「回避」（r= .15，p＜.01）と
正の相関を示したが，「自尊心」について
は有意な相関関係は認められなかった。こ

表１　各変数における相関関係

１ ２ ３ ４ ５

１．比較
２．謙遜 .38**
３．曖昧表現 .30** .36**
４．不安 .17** .17** .19**
５．回避 .17** .10 .15** .18**
６．自尊感情 -.18** -.10* -.09 -.57** -.18**

** 相関係数は１％水準で有意（両側）
* 相関係数は５％水準で有意（両側）
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れらすべての相関係数は有意な0.2未満と
なっており，ほとんど相関がみられなかっ
た。

２．内的作業モデルを媒介変数に仮定した
分析における結果

　親の養育態度と自尊心の形成における関
連について，内的作業モデルを媒介変数と
仮定した媒介分析を行った。その結果を，
図１，図２，図３に示す。
　まず，親の養育態度としての「他者比較」
は，自尊心に対して有意な負の影響を及ぼ
していた（β=-.18, p＜.01）。そのため，続
いて愛着スタイル尺度の２因子得点を媒介
変数とする媒介分析を実施した。「他者比
較」から「見捨てられ不安」（β=.17, p＜.01）
および「親密性回避」（β=.17, p＜.01）への
影響はいずれも有意であった。Step 1 では
「見捨てられ不安」が自尊心へ有意な負の
影響を及ぼしていた（β=-.57, p＜.01）。次
に，Step 2 において「他者比較」を投入
した結果，重決定係数の変化量は有意傾向
にあり（ΔR2= .01, p＜.10），「見捨てられ不
安」が与える影響も有意であった（β=-.56, 
p＜.01）（図１）。

図１ 　他者比較と見捨てられ不安及び自尊感情
の規定関係

　同様に，「親密性回避」においても Step 
1 にて自尊心への有意な負の影響がみられ
た（β=-.18, p＜.01）。次に，Step 2 におい

て「他者比較」を投入した結果，重決定係
数の変化量は有意であり（ΔR2= .02, p＜ 
.01），「親密性回避」が与える影響も有意
であった（β=-.16, p＜.01）（図２）。

図２ 　他者比較と親密性の回避及び自尊感情の
規定関係

　続いて，親の養育態度としての「謙遜」
は，自尊心に対して有意な負の影響を及ぼ
していた（β=-.10, p＜.05）。そのため，続
いて愛着スタイル尺度の２因子得点を媒介
変数とする媒介分析を実施した。「謙遜」
は「見捨てられ不安」へ有意な正の影響を
及ぼしていた（β=.17, p＜.01）。一方，「親
密性回避」については有意な影響は認めら
れなかった。Step 1 では「見捨てられ不安」
が自尊心へ有意な負の影響を及ぼしていた
（β=-.57, p＜.01）。次に，Step 2 において
「謙遜」を投入した結果，重決定係数の変
化量は有意傾向にあり（ΔR2= .00, p＜.10），
「見捨てられ不安」が与える影響も有意で
あった（β=-.57, p＜.01）（図３）。

図３ 　謙遜と見捨てられ不安及び自尊感情の規
定関係

　なお，親の養育態度としての「曖昧表現」
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は，自尊心に対して直接的に有意な影響を
及ぼしておらず，また愛着スタイルの媒介
効果については証明されなかった。

Ⅳ　考察

　本研究の目的は，①親の養育態度が，②
子どもの内的作業モデル形成に影響し，③
自尊心の向上および低下に結びつく，とい
う一連プロセスを検証するために，個人の
内的作業モデルを媒介変数として仮定し，
親の養育態度が青年期における個人の自尊
感情にどのような影響を及ぼすのかについ
て検討することであった。
　本研究では，自己卑下呈示や自己謙遜表
出を多く用いる日本人の子どもは，親が自
身のことを他者の前で否定的に表現すると
いう経験を相対的に多く得ると考えられ，
そのような親の「そと」に対する態度が，
子供の自尊心の低下に結びつくと仮定した。

１．分析結果
　ピアソンの相関係数における分析結果か
ら，他者と比較するような親の養育態度は
子どもの愛着不安や親密回避と関連がある
ことが示唆され，さらにそのような傾向が
強まるほど，成人期における自尊心を下げ
る可能性が考えられた。謙遜的養育態度も
同様に，子どもの愛着不安の増加や自尊心
の低下と結びつくことが考えられた。さら
に，親からの曖昧な表現は，比較と同様，
子どもの愛着不安や親密回避と関連が認め
られたが，自尊心への向上及び低下への影
響は証明されなかった。以上の前提が示さ
れたうえで，本研究では親の養育態度と自
尊心の形成における関連について，内的作
業モデルを媒介変数とする媒介分析を行っ

た。その結果，他者と比較するような親の
養育態度は，内的作業モデルとしての愛着
スタイルにおける「見捨てられ不安」およ
び「親密性回避」を高め，自尊心を低下さ
せることが明らかとなった。また，親の謙
遜的態度は，愛着スタイルにおける「見捨
てられ不安」のみを高め，自尊心を低下さ
せることが示された。なお，仮説に反し，
親の曖昧表現は，自尊心の向上及び低下に
は影響しないことが明らかとなった。親の
養育態度を否定的に認知しているほど，内
的作業モデルとしての愛着スタイルにおけ
る「見捨てられ不安」および「親密性の回
避」が高く，「見捨てられ不安」および「親
密性の回避」が高いことが自尊心の低下に
つながるというモデルが成立した。先行研
究と同様に，親の養育態度と子どもの自尊
感情における関係性において，内的作業モ
デルが媒介することが示された。

２．日本的親の養育態度と内的作業モデル
および自尊感情の関連

　子どもの頃に自身の行動を否定される経
験が多く，受け入れられなかったと認識し
ている場合，他者から自己を肯定してもら
いたいと考えた際に，それを自己がなし得
るのか不安を覚えるという。このことか
ら，親が自身のことを「そと」のひとに対
して否定的に表現するような養育態度を認
知しているほど，見捨てられ不安が高まる
と考えられる。養育者が他者に対して「自
己謙遜表出」や「自己卑下提示」を用いる
のは，「そと」の他者と友好な関係を築こ
うとするからである。そのために，「うち」
での評価と「そと」での評価が異なること
が考えられる。状況によって自身の評価が
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異なるというのは，子どもにとって一貫し
た自己評定をすることができなくなり，混
乱が生じる。その結果として，「見捨てら
れ不安」や「親密性の回避」が高まったも
のと思われる。養育者はあくまでも，「そ
と」の他者との関係性を維持するために
「自己謙遜表出」や「自己卑下提示」を用
いているのであり，本心で否定的な評価を
行っているわけではない。しかしながら，
養育者が行うこれらの評価は，子どもに
とって重要な他者である養育者から否定さ
れる経験であることに変わりはなく，結果
として子どもの親の養育態度の認知がネガ
ティブなものとなり，内的作業モデルや自
尊感情にも影響を与えたことが示唆される。
　日本の幼児教育において，子どものいざ
こざに対して，保育者は外側から事の推移
を見守り，子どもたちの自主的な問題解決
を促すことが多いことが文化比較研究か 
ら明らかにされている（Tobin, Hsueh, & 
Karasawa, 2009，訳：風間，平林ら，2013）。 
このような保育者の態度は，子どもにとっ
ては曖昧な養育態度とある可能性がある。
風間，平林ら（2013）は，親や保育者からの
直接的な言葉による指示があいまいであっ
たり，一時的に言語による指示を控えるこ
とにより，子どもにとって，親や保育者の
意図が明確に伝わりにくいと考えられる態
度をあいまいな養育態度であるとしてい
る。曖昧な養育態度は，子どもに考えさせ，
言われなくても行動できる子どもに育って
ほしいという発達期待があり，子どもの成
長を促す目的に用いられる表現であると考
えられる。そのため，子どもの自主性や自
律性を尊重する親の養育態度と考えること
もでき，そのような態度が子どもの自尊感

情の発達を促すと考えることができる。そ
の一方で，早期から自立を促すような親の
関わりは，よりプリミティブな段階におい
ての愛着形成に伴う充足感を欠損されるリ
スクも十分に考えられ，この点は今後検討
が必要である。

３．本研究の限界と今後の課題
　最後に，本研究における限界を述べる。
本研究では，親の用いる「自己卑下提示」
や「自己謙遜表出」を認知しているかどう
かのみに焦点を当て，内的作業モデルおよ
び自尊感情への影響を検討した。篠原・福
山（1987）は，親の養育態度の影響を受ける
子ども自身が親の養育態度をどのように感
じ，どのように対処するかに意味があるた
め，子ども自身の認知が重要であると述べ
ている。養育者の用いる自己卑下呈示や自
己謙遜表出を，子どもがそれと理解してい
るかどうかによっても，親の養育態度のと
らえ方，および内的作業モデルや自尊感情
への影響が異なると考えられ，今後より吟
味していく必要がある。
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